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詳しい症状や治療等は QRコードから

20歳代の患者

３３倍※1

30歳代の患者

１８倍※1

※１ 平成24年と令和４年の県内で発生者数の比較

性的接触の機会があれば、誰でも感染リスクがあります

・感染力は強く、１回の性行為でも します
・男性の40％、女性の70％は性風俗産業と関連はなく、

が増えています※2

※2 令和４年、香川県内で発生した患者の内訳
発生届に記載があるもののみ集計

若い世代、
梅毒患者 急増中！
‐大切な人を守るためにできること‐

早期の適切な抗菌治療で完治が可能な病気です

・治療を受けなくても症状が消えることもありますが、
治ったわけではなく しています

・放置すると、 が残ることがあります
・妊娠中に感染すると、 になることが
あります

血液検査で結果がわかります

・ほとんどの医療機関でうけられます
・地域により保健所で無料で検査できるところもあります

行動を工夫することで、予防することができます

・ は避けましょう
・ を着用しましょう
・性器のしこりなど、気になる症状があれば しましょう
・症状がなくても心配な時は、 を受けましょう
香川県の患者のうち でした

泌尿器科、産婦人科、皮膚科等


